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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材を含み、当該基材上に、水不溶性のポリマーバインダー及び赤外線吸収性化合物を
含む画像形成性層を有するポジ型画像形成性要素であって、前記ポリマーバインダーが、
ペンダントヒドロキシアリールカルボン酸エステル基を有する反復単位を含み、当該反復
単位が全反復単位の少なくとも２０モル％を構成し、前記ポリマーバインダーが、下記構
造（Ｉａ）～（Ｉｃ）：
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【化１】

（ここで、全反復単位を基準として、構造（Ｉａ）の反復単位は０～２２モル％で存在し
、構造（Ｉｂ）の反復単位は２０～８５モル％で存在し、構造（Ｉｃ）の反復単位は５～
４０モル％で存在し、Ｒ及びＲ’は、独立に、水素、又は置換もしくは非置換アルキル基
、置換もしくは非置換シクロアルキル基、又はハロ基であり、Ｒ１は置換もしくは非置換
アルキル基、置換もしくは非置換シクロアルキル基であるか、又はヒドロキシアリール基
以外の置換もしくは非置換アリール基であり、Ｒ２は任意選択的に置換されていてもよい
ヒドロキシアリール基である。）
により表される反復単位を含む、ポジ型画像形成性要素。
【請求項２】
　前記ポリマーバインダーが、さらに、構造（Ｉｂ’）：
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【化２】

（式中、Ｒ３は、環状イミド基により置換されたヒドロキシアリール基である）
により表される反復単位を０～６０モル％の量で含み、構造（Ｉｂ）及び（Ｉｂ’）によ
り表される反復単位が少なくとも２０モル％の量で存在する、請求項１に記載のポジ型画
像形成性要素。
【請求項３】
　全反復単位を基準として、構造（Ｉａ）により表される反復単位が２～１２モル％で存
在し、構造（Ｉｂ）により表される反復単位が３０～６０モル％で存在し、構造（Ｉｂ’
）により表される反復単位が２０～４０モル％で存在し、構造（Ｉｃ）により表される反
復単位が１０～３５モル％で存在し、構造（Ｉｂ）により表される反復単位と（Ｉｂ’）
により表される反復単位の合計が６０～９０モル％である、請求項２に記載のポジ型画像
形成性要素。
【請求項４】
　前記画像形成性層中に、さらに、着色染料又はＵＶもしくは可視光感受性成分、あるい
はこれらの両方を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のポジ型画像形成性要素。
【請求項５】
　印刷回路板を提供するために使用でき、前記画像形成性層の下側に、非導電性下層上の
導電性材料を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載のポジ型画像形成性要素。
【請求項６】
　Ａ）請求項１～５のいずれか一項に記載のポジ型画像形成性要素を像様露光して露光領
域及び非露光領域をもたらす工程、及び
　Ｂ）前記像様露光された要素を現像して、主に前記露光領域だけを除去する工程、
を含む、画像形成された要素の製造方法。
【請求項７】
　前記画像形成性要素が７００～１２００ｎｍの波長で画像形成される、請求項６に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、輻射線感受性組成物及びそれらの組成物を使用して製造されるポジ型画像形
成性要素に関する。本発明は、それらの要素を画像形成して、平版印刷版又は印刷回路板
として使用できる画像形成された要素を提供する方法にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　平版印刷では、画像領域として知られるインク受容領域を親水性表面上に生成させる。
その表面を水で濡らし、インクを適用すると、親水性領域は水を保持してインクを弾き、
そしてインク受容領域はインクを受容して水を弾く。次いでインクは画像が再現されるべ
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き適切な材料の表面に転写される。場合によって、インクをまず中間ブランケットに転写
することができ、次に、このブランケットが、画像が再現されるべき材料の表面にインク
を転写させるために使用される。
【０００３】
　平版（又はオフセット）印刷版を作製するのに有用な画像形成性要素は、典型的には、
基材（又は中間層）の親水性表面上に適用された１又は２つ以上の画像形成性層を含む。
当該画像形成性層（１又は２つ以上）は、適切なバインダー中に分散された１又は２種以
上の輻射線感受性成分を含むことができる。画像形成に続いて、画像形成性層（１又は２
つ以上）の露光領域又は非露光領域が、好適な現像液により除去され、下側に位置する基
材の親水性表面を露出させる。露光領域が除去される場合には、要素はポジ型と見なされ
る。逆に、非露光領域が除去される場合には、要素はネガ型と見なされる。各場合で、残
される画像形成性層（１又は２つ以上）の領域はインク受容性であり、そして、現像プロ
セスによって露出した親水性表面の領域は、水及び水溶液（典型的には湿し水）を受容し
、インクを弾く。
【０００４】
　同様に、印刷回路板（ＰＣＢ）の生産におけるレジストパターン、薄膜及び厚膜回路、
レジスタ、キャパシタ、及びインダクタ、マルチチップデバイス、集積回路、並びにアク
ティブ半導体デバイスを形成するために使用することもできる。
【０００５】
　コンピューターからのデジタルデータを使用してオフセット印刷版又は印刷回路板を直
接形成する「レーザーダイレクト画像形成」法（ＬＤＩ）が知られており、これらの方法
は、マスキング用写真フィルムを用いた以前の方法を凌ぐ数多くの利点をもたらす。より
効率的なレーザー、改良された画像形成性組成物及びそれらの成分から、この分野ではか
なりの発展があった。
【０００６】
　感熱画像形成性要素は、適量の熱エネルギーに応答して、適量の熱エネルギーへの曝露
により、又は適量の熱エネルギーを吸収して化学変換を受ける要素として分類できる。熱
により誘起される化学変換の種類は、要素中の画像形成性組成物をアブレートすること、
又は特定の現像液中での溶解度を変化させること、又は感熱性層の表面層の粘着性又は親
水性もしくは疎水性を変化させることでありうる。このようなものとして、平版印刷表面
又はＰＣＢ生産におけるレジストパターンとして役立つことができる画像形成性層の所定
の領域を露出させるために、サーマルイメージングを用いることができる。
【０００７】
　ノボラック又は他のフェノール系ポリマーバインダー及びジアゾキノン画像形成成分を
含有するポジ型画像形成性組成物が、長年にわたって平版印刷版及びフォトレジストの業
界において普及してきた。種々のフェノール系樹脂及び赤外線吸収性化合物に基づく画像
形成性組成物も知られている。
【０００８】
　サーマル記録材料において有用な広範な感熱性組成物が英国特許第１，２４５，９２４
号明細書（Ｂｒｉｎｃｋｍａｎ）に記載されており、当該組成物によると、画像形成性層
のいかなる所定の領域の所定の溶剤への溶解性を、記録材料と接触して配置されたグラフ
ィックオリジナルのバックグラウンド領域から透過又は反射した短時間の高強度可視光及
び／又は赤外線への間接的露光による層の加熱によって増加させることができる。
【０００９】
　感熱画像形成性の単層又は多層要素は、国際公開第９７／３９８９４号（Ｈｏａｒｅ他
）、国際公開第９８／４２５０７号（Ｗｅｓｔ他）、国際公開第９９／１１４５８号（Ｎ
ｇｕｅｎｇ他）、米国特許第５，８４０，４６７号明細書（Ｋｉｔａｔａｎｉ）、米国特
許第６，０６０，２１７号明細書（Ｎｇｕｅｎｇ他）、米国特許第６，０６０，２１８号
明細書（Ｖａｎ　Ｄａｍｍｅ他）、米国特許第６，１１０，６４６号明細書（Ｕｒａｎｏ
他）、米国特許第６，１１７，６２３号明細書（Ｋａｗａｕｃｈｉ）、米国特許第６，１
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４３，４６４号明細書（Ｋａｗａｕｃｈｉ）、米国特許第６，２９４，３１１号明細書（
Ｓｈｉｍａｚｕ他）、米国特許第６，３５２，８１２号明細書（Ｓｈｉｍａｚｕ他）、米
国特許第６，５９３，０５５号明細書（Ｓｈｉｍａｚｕ他）、米国特許第６，３５２，８
１１号明細書（Ｐａｔｅｌ他）、米国特許第６，３５８，６６９号明細書（Ｓａｖａｒｉ
ａｒ－Ｈａｕｃｋ他）、米国特許第６，５２８，２２８号明細書（Ｓａｖａｒｉａｒ－Ｈ
ａｕｃｋ他）、並びに米国特許出願公開第２００２／００８１５２２号明細書（Ｍｉｙａ
ｋｅ他）及び米国特許出願公開第２００４／００６７４３２号明細書（Ｋｉｔｓｏｎ他）
にも記載されている。
【００１０】
　感熱性ポリビニルアセタールを含有するポジ型感熱画像形成性要素が米国特許第６，２
５５，０３３号明細書及び米国特許第６，５４１，１８１号明細書（両方ともＬｅｖａｎ
ｏｎ他）並びに国際公開第０４／０８１６６２号（Ｍｅｍｅｔｅａ他）に記載されている
。
【００１１】
　オフセット印刷版は、近年、画像形成感度（画像形成スピード）及び通常の印刷室の化
学薬品に対する耐性（耐薬品性）に関する要求がますます増大している。しばしば、１つ
の望ましい特性をもたらすために使用される組成上の特徴が常に他の特性を改善するわけ
ではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】英国特許第１，２４５，９２４号明細書
【特許文献２】国際公開第９７／３９８９４号
【特許文献３】国際公開第９８／４２５０７号
【特許文献４】国際公開第９９／１１４５８号
【特許文献５】米国特許第５，８４０，４６７号明細書
【特許文献６】米国特許第６，０６０，２１７号明細書
【特許文献７】米国特許第６，０６０，２１８号明細書
【特許文献８】米国特許第６，１１０，６４６号明細書
【特許文献９】米国特許第６，１１７，６２３号明細書
【特許文献１０】米国特許第６，１４３，４６４号明細書
【特許文献１１】米国特許第６，２９４，３１１号明細書
【特許文献１２】米国特許第６，３５２，８１２号明細書
【特許文献１３】米国特許第６，５９３，０５５号明細書
【特許文献１４】米国特許第６，３５２，８１１号明細書
【特許文献１５】米国特許第６，３５８，６６９号明細書
【特許文献１６】米国特許第６，５２８，２２８号明細書
【特許文献１７】米国特許出願公開第２００２／００８１５２２号明細書
【特許文献１８】米国特許出願公開第２００４／００６７４３２号明細書
【特許文献１９】米国特許第６，２５５，０３３号明細書
【特許文献２０】米国特許第６，５４１，１８１号明細書
【特許文献２１】国際公開第０４／０８１６６２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、基材を含み、当該基材上に、水不溶性のポリマーバインダー及び輻射線吸収
性化合物を含む輻射線感受性組成物を含む画像形成性層を有するポジ型画像形成性要素で
あって、ポリマーバインダーが、ペンダントの置換又は非置換ヒドロキシアリールカルボ
ン酸エステル基を有する反復単位を含み、当該反復単位が全反復単位の少なくとも２０モ
ル％を構成するポジ型画像形成性要素を提供する。
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【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明のより具体的な実施態様は、下記構造（Ｉａ）～（Ｉｃ）により表される反復単
位の１又は２種以上を含むポリマーバインダーを含む：
【００１５】
【化１】

【００１６】
　ここで、全反復単位を基準として、構造（Ｉａ）の反復単位は０～２２モル％で存在し
、構造（Ｉｂ）の反復単位は２０～８５モル％で存在し、構造（Ｉｃ）の反復単位は５～
４０モル％で存在し、Ｒ及びＲ’は、独立に、水素、又は置換もしくは非置換アルキル基
、置換もしくは非置換シクロアルキル基、又はハロ基であり、Ｒ１は置換もしくは非置換
アルキル基、置換もしくは非置換シクロアルキル基であるか、又はヒドロキシアリール基
以外の置換もしくは非置換アリール基であり、Ｒ２は任意選択的に置換されていてもよい
ヒドロキシアリール基である。
【００１７】
　幾つかの実施態様において、Ｒ２は非置換ヒドロキシアリール基であるが、他の実施態
様において、Ｒ２は環状イミド基により置換されたヒドロキシアリール基である。
【００１８】
　これらの実施態様において、ポリマーバインダーは、さらに、構造（ｂ’）：
【００１９】
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【化２】

【００２０】
（式中、Ｒ３は、環状イミド基により置換されたヒドロキシアリール基である）
により表される反復単位を０～６０モル％の量で含んでもよく、構造（Ｉｂ）及び（Ｉｂ
’）により表される反復単位が少なくとも２０モル％の量で存在する。
【００２１】
　さらに、印刷版の製造方法は、
　Ａ）本発明のポジ型画像形成性要素を像様露光して露光領域及び非露光領域をもたらす
工程、及び
　Ｂ）像様露光された要素を現像して、主に露光領域だけを除去する工程、
を含む。
【００２２】
　我々は、感度（フォトスピード）が改善されたポジ型の単層の感熱画像形成性要素が依
然として求められていることを見出した。ポジ型の単層の感熱画像形成性要素が、印刷機
の化学薬品、例えば平版印刷インク、湿し水及び洗浄で使用される溶剤に対して、産業界
で既に使用されているポジ型印刷版と少なくとも同程度の耐性を有することも望ましい。
【００２３】
　本発明のポジ型輻射線感受性画像形成性要素は、画像形成感度の改善を示すことによっ
て、上記問題を解決する。さらに、印刷用薬品に対するそれらの耐性は、産業界で使用さ
れている印刷機の耐性と少なくとも同程度であり、幾つかの実施態様では、さらに改善さ
れる。さらに、我々は、当該画像形成性要素が、印刷適性が改善され、しかも高い解像度
を有する画像をもたらすことを見出した。これらの利点は、画像形成性層において、ポリ
マーバインダーとして、上記の独特の部類の水不溶性ポリ（ビニルヒドロキシアリールカ
ルボン酸エステル）を使用することにより達成された。ペンダントヒドロキシアリールカ
ルボン酸エステル基上に環状イミド基を有するポリマーバインダーの幾つかは、予想外の
改善された耐薬品性をもたらす。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　定義
　特に断らない限り、本明細書で使用する場合、「ポリ（ビニルヒドロキシアリールカル
ボン酸エステル）」、「画像形成性要素」、「ポジ型画像形成性要素」、及び「平版印刷
版前駆体」という用語は、本発明の実施態様を示すことを意図する。
　「ポリ（ビニルヒドロキシアリールカルボン酸エステル）」という用語は、１又は２種
以上のビニルヒドロキシアリールカルボン酸エステルから誘導された少なくとも幾つかの
反復単位を有するポリマーを示すことを意図する。「ポリ（ビニルヒドロキシアリールカ
ルボン酸エステル）」という用語は、かかる反復単位のみを有するホモポリマー、１又は
２種以上の他の重合性モノマーまたは均等な供給源から誘導された反復単位を有するコポ
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リマーを包含する。
　さらに、特に断らない限り、本明細書中に記載された種々の成分、例えば、「ポリ（ビ
ニルヒドロキシアリールカルボン酸エステル）」、「輻射線吸収性化合物」、「二次ポリ
マーバインダー」、及び「現像性向上化合物」は、各成分の混合物も指す。従って、単数
を表す冠詞の使用は、単一の成分だけを必ずしも意味するものではなく、複数の成分又は
成分の混合物をも含む。
　特に断らない限り、百分率は質量％を示す。質量％は、配合物又は組成物中の全固形分
又は層の全乾燥コーティング量を基準とすることができる。
【００２５】
　「単層画像形成性要素」という用語は、画像形成のために唯一つの層を必要とする画像
形成性要素を意味するが、以下でより詳細に示すように、このような要素は、種々の特性
を提供するために画像形成性層の下又は上に１又は２つ以上の層（例えばトップコート）
を含んでもよい。
　本明細書中で用いる「輻射線吸収性化合物」という用語は、ある特定の輻射線波長に対
して感受性であり、これらが配置された層内で光子を熱に変換することができる化合物を
意味する。これらの化合物は「光熱変換材料」、「増感剤」、又は「光－熱変換体」とし
ても知られている。
　ポリマーに関連するあらゆる用語の定義を明らかにするために、International Union 
of Pure and Applied Chemistry（「IUPAC」）によって発行された「Glossary of Basic 
Terms in Polymer Science」，Pure Appl. Chem. 68, 2287-2311 (1996）を参照されたい
。しかし、本明細書中のあらゆる定義が支配的なものと見なされるべきである。
　「ポリマー」及び「ポリ（ビニルヒドロキシアリールカルボン酸エステル）」という用
語は、オリゴマーを包含する高及び低分子量ポリマーを意味し、ホモポリマー及びコポリ
マーの両方を包含する。
　「コポリマー」という用語は、２種又は３種以上の異なるモノマーから誘導されたポリ
マー、又は、たとえ同じモノマーから誘導されるとしても、２種又は３種以上の異なる反
復単位を有するポリマーを意味する。
　「主鎖」という用語は、複数のペンダント基が結合したポリマー中の原子鎖を意味する
。このような主鎖の例は、１又は２種以上のエチレン系不飽和重合性モノマーの重合から
得られた「全炭素」主鎖である。しかしながら、他の主鎖がヘテロ原子を含むこともでき
、この場合、ポリマーは、縮合反応又は何らかの他の手段によって形成される。
【００２６】
　用途
　本明細書に記載の輻射線感受性組成物は、印刷回路板（ＰＣＢ）の生産におけるレジス
トパターン、厚及び薄膜回路、レジスタ、キャパシタ、及びインダクタ、マルチチップデ
バイス、集積回路、並びにアクティブ半導体デバイスを形成するために使用することがで
きる。さらに、本明細書に記載の輻射線感受性組成物は、ポジ型画像形成性要素を提供す
るために使用でき、次いで、平版印刷版を提供するためにそのポジ型画像形成性要素を使
用できる。他の用途は当業者であれば容易に分かるであろう。例えば、本明細書に記載の
ポリマーは、コーティング、ペイント、及び任意の理由からバインダーを必要とする他の
配合物において使用できる。
【００２７】
　幾つかの実施態様において、本発明の画像形成性要素は、画像形成性層の下方に、非導
電性基材（例えば、ガラス－エポキシ複合材料又はポリイミドから構成される）上の導電
性材料（例えば銅又はアルミニウム）を含む印刷回路板である。
【００２８】
　輻射線感受性組成物
　輻射線感受性組成物及び画像形成性要素は、以下に定義するとおりのポリ（ビニルヒド
ロキシアリールカルボン酸エステル）である１又は２種以上の水不溶性であり、任意選択
的にアルカリ性溶液に可溶性であるポリマーバインダーを含む。これらのポリマーは、輻
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射線感受性組成物又は画像形成性層中に存在する「一次（ｐｒｉｍａｒｙ）」ポリマーバ
インダーと見なす。有用なポリマーバインダーの質量平均分子量（Ｍｗ）は、一般的に少
なくとも５，０００であり、そして最大５００，０００であることができ、典型的には１
０，０００～１００，０００である。最適なＭｗは、具体的なポリマーの部類及びその使
用に伴って変化し得る。
【００２９】
　上記ポリマーバインダーは、ペンダントの置換又は非置換ヒドロキシアリールカルボン
酸エステル基を有する反復単位を含み、当該反復単位は、全反復単位の少なくとも２０モ
ル％を構成する。
【００３０】
　幾つかの実施態様において、一次ポリマーバインダーは、下記構造（Ｉａ）～（Ｉｃ）
により表される反復単位を任意のランダムな順序で含む：
【００３１】
【化３】

【００３２】
【化４】

【００３３】
　ポリマーバインダーは、構造（Ｉｂ）により表される反復単位に加えて又は構造（Ｉｂ
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）により表される反復単位の代わりに、構造（Ｉｂ’）により表される反復単位を含んで
よい：
【００３４】
【化５】

【００３５】
　ここで、全反復単位を基準として、構造（Ｉａ）により表される反復単位は０～２２モ
ル％で存在し、構造（Ｉｂ）により表される反復単位は２０～８５モル％で存在し、構造
（Ｉｃ）により表される反復単位は５～４０モル％で存在し、構造（Ｉｂ’）により表さ
れる反復単位は０～６０モル％で存在することができる。例えば、構造（Ｉｂ）により表
される反復単位と（Ｉｂ’）により表される反復単位の合計は少なくとも２０モル％であ
ることができる。
【００３６】
　幾つかの実施態様において、全反復単位を基準として、構造（Ｉａ）により表される反
復単位は２～１２モル％で存在し、構造（Ｉｂ）により表される反復単位は３０～６０モ
ル％で存在し、構造（Ｉｂ’）により表される反復単位は２０～４０モル％で存在し、構
造（Ｉｃ）により表される反復単位は１０～３５モル％で存在し、構造（Ｉｂ）により表
される反復単位と（Ｉｂ’）により表される反復単位の合計は６０～９０モル％である。
【００３７】
　構造（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（Ｉｂ’）及び（Ｉｃ）において、Ｒ及びＲ’は、独立に、
水素、又は炭素原子数１～６の置換又は非置換の線状又は分岐アルキル基（例えばメチル
、エチル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、クロロメチル、ト
リクロロメチル、ｉｓｏ－プロピル、ｉｓｏ－ブチル、ｔ－ブチル、ｉｓｏ－ペンチル、
ｎｅｏ－ペンチル、１－メチルブチル及びｉｓｏ－ヘキシル基）、又は環内に３～６個の
炭素原子を有する置換又は非置換のシクロアルキル環（例えばシクロプロピル、シクロブ
チル、シクロペンチル、メチルシクロヘキシル及びシクロヘキシル基）、又はハロ基（例
えばフルオロ、クロロ、ブロモ又はヨード）である。典型的には、Ｒ及びＲ’は、独立に
、水素、又は置換もしくは非置換のメチル又はクロロ基であり、あるいは、例えば、これ
らは独立に、水素、又は非置換メチルである。
【００３８】
　構造（Ｉａ）において、Ｒ１は、炭素原子数１～１２の置換もしくは非置換アルキル基
（例えばメチル、エチル、イソプロピル、ｔ－ブチル及びドデシルなど）、環式環内に５
～１０個の炭素原子を有する置換又は非置換シクロアルキル基（例えばシクロペンチル、
シクロヘキシル及び４－メチルシクロヘキシル）、あるいは置換又は非置換アリール基（
ヒドロキシアリール基以外）である。
【００３９】
　構造（Ｉｂ）において、Ｒ２は芳香環内に６、１０又は１４個の炭素原子を有するヒド
ロキシ置換アリール基であって、さらに１又は２個以上のヒドロキシ置換基を有し、任意
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選択的に１又は２個以上の他の置換基、例えばハロ（例えばクロロ又はブロモ）、ニトロ
、分岐又は線状アルキル（１～１２個の炭素原子を有する）、分岐又は線状ハロアルキル
（１～１２個の炭素原子を有する）、分岐又は線状アルコキシ（１～１０個の炭素原子を
有する）、及びアリール基も有し、これらの置換基としては、例えばアルコキシ、アリー
ルオキシ、チオアリールオキシ、ハロメチル、トリハロメチル、ハロ、ニトロ、アゾ、チ
オヒドロキシ、チオアルコキシ、ニトリル、アミノ、エテニル、カルボキシアルキル、フ
ェニル、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、アリール、ヘテロアリー
ル及び複素脂環式基が挙げられるが、これらに限定されない、ヒドロキシ置換フェニル基
が特に有用である。
【００４０】
　構造（Ｉｂ’）において、Ｒ３は、環状イミド基、例えば脂肪族又は芳香族イミド基（
マレイミド、フタルイミド、テトラクロロフタルイミド、ヒドロキシフタルイミド、カル
ボキシフタルイミド及びナフタルイミド基などが挙げられるが、これらに限定されない）
などにより置換された芳香環内に６又は１０個の炭素原子を有するヒドロキシ置換アリー
ル基である。
【００４１】
　構造（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（Ｉｂ’）及び（Ｉｃ）により表される反復単位を含む一次
ポリマーバインダーは、先に示した反復単位により定義されるもの以外の反復単位を含ん
で良く、かかる反復単位は当業者に明らかであろう。例えば、本発明において有用なポリ
マーバインダーは、構造（Ｉａ）～（Ｉｃ）により定義される反復単位に特に限られない
。しかしながら、幾つかに実施態様において、構造（Ｉａ）、（Ｉｂ）、（Ｉｂ’）及び
（Ｉｄ）で具体的に定義される反復単位のみが存在する。
【００４２】
　構造（Ｉａ）～（Ｉｃ）で定義した部類の反復単位に由来する複数のタイプの反復単位
であって異なる置換基を有するものが存在してもよい。例えば、異なるＲ１基を有する複
数のタイプの反復単位が存在してもよく、異なるＲ２基を有する複数のタイプの反復単位
が存在してもよく、或いは、異なるＲ３基を有する複数のタイプの反復単位が存在しても
よい。さらに、ポリマーバインダー中の反復単位の数及びタイプは、一般的に、順序がラ
ンダムである。従って、例えば、構造（Ｉａ）～（Ｉｃ）により表される反復単位は、任
意のランダムな順序で提供されてよい。
【００４３】
　画像形成性層を形成する輻射線感受性組成物中の一次ポリマーバインダーの含有量は、
一般的に、全乾燥質量の４０～９５％、典型的には全乾燥質量の５０～８０％である。
【００４４】
　本発明において使用される一次ポリマーバインダーは、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳ
Ｏ）又はＮ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）中、塩基性触媒、例えば金属水酸化物、金属ア
ルコキシド及び環状アミンなどの存在下での、ポリビニルアルコールとのヒドロキシ置換
芳香族酸のアルキル又はアリールエステルのエステル転移反応によって調製できる。
【００４５】
　一次ポリマーバインダーの幾つかの実施態様は、芳香環上でアミン又は環状イミド（例
えばフタルイミド基など）により置換されたペンダントヒドロキシアリールカルボン酸基
を有する。かかるポリマーは、ＤＭＳＯ又はＮＭＰ中、塩基性触媒、例えば金属水酸化物
、金属アルコキシド及び環状アミンなどの存在下で、ポリビニルアルコールとのヒドロキ
シル置換芳香族酸のアルキル又はアリールエステルのアミン又は環状イミド誘導体のエス
テル転移反応によって、或いは、ＤＭＳＯ又はＮＭＰ中、塩基性触媒、例えば金属水酸化
物、金属アルコキシド及び環状アミンなどの存在下で、ポリビニルアルコールとのヒドロ
キシル置換芳香族酸のアルキル又はアリールエステルの環状イミド誘導体及び／又はヒド
ロキシル置換芳香族酸のアリールエステルの混合物のエステル転移反応によって調製でき
る。
【００４６】
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　Acta Polymerica 41 (1990), Nr.5, 285-289で、K. Henning他は、ｐ－トルエンスルホ
ン酸又はイオン交換樹脂の存在下、酸性触媒のもとで、エチレン－ビニルアルコールコポ
リマーとのｐ－ヒドロキシ安息香酸及びｏ－ヒドロキシ安息香酸（サリチル酸）のエステ
ル化を述べている。これらの反応は、ｐ－ヒドロキシ安息香酸の場合に２０％以下という
低い変換率をもたらし、サリチル酸の場合には、わずかに１０～１２％である。
【００４７】
　ｐ－アミノサリチル酸とポリビニルアルコールとのエステルも、２－ヒドロキシ－４－
アミノ安息香酸の塩化物を使用して低変換率で合成され、得られたポリマー中のエステル
単位は１０モル％よりも低かった（S.N. Ushakov他、Dokl. Akad. Nauk SSSR, 141, 1171
-1191, 1961）。塩基性触媒（ＮａＯＣＨ３）のもと、２－ヒドロキシ－４－アミノサリ
チル酸のメチルエステルをポリビニルアルコールとエステル転移反応させた場合に同様な
低いレベルのエステル化が観察された（I.S. Varga, S. Wolkover, Acta Chim. Acad. Sc
i. Hung., 41, 431, 1964）。
【００４８】
　ポリ（ビニルアルコール－ｃｏ－没食子酸ビニル）の合成が、G. Jialanella及びI. Pi
irma, Polymer Bulletin 18, 385-389 (1987)に記載されており、この場合では、カリウ
ムｔ－ブトキシドの存在下、ＤＭＳＯ中で、トリヒドロキシベンゾエートをエステル交換
させた。合成されたポリマーは水溶性であり、変換率が低いことが示唆された。
【００４９】
　本発明において有用なポリマーの合成の場合、われわれは、ポリビニルアルコール（Ｐ
ＶＡ）とのヒドロキシ安息香酸のメチル又はフェニルエステルのエステル転移反応のため
の塩基性触媒を、ＰＶＡを溶解することのできる有機溶剤（ＮＭＰ又はＤＭＳＯ）中で使
用した。使用した触媒は、ナトリウムメトキシド、カリウムｔ－ブトキシド、乾燥ＫＯＨ
、及びＤＢＵ（１，８－ジアザビシクロ［５，４，０］ウンデク－７－エン）（９８％）
のような環状アミンであった。エステル転移反応の前にＰＶＡを乾燥させることは重要で
ある。我々は、ＰＶＡのポリ（ビニルアルコール－ｃｏ－ヒドロキシ置換酸芳香族カルボ
ン酸エステル）のコポリマーへの変換が、ｏ－ヒドロキシ安息香酸（サリチル酸）の場合
に非常に高く、３又は４－ヒドロキシ置換安息香酸、３，４－ジヒドロキシ安息香酸、及
び没食子酸のエステルの場合の低い１０～２０％と比べて、８５～９０％に達したことを
知り驚いた。ニトロサリチル酸のメチルエステル中のニトロ基のような電子吸引基を含む
ｏ－ヒドロキシ安息香酸のエステルがＰＶＡとのエステル転移反応において使用される場
合にも、変換率は低い。
【００５０】
　本明細書に記載の一次ポリマーバインダーは、単独で、又は本明細書において「二次（
ｓｅｃｏｎｄａｒｙ）ポリマーバインダー」と記載するアルカリ可溶性ポリマーバインダ
ーとの混合物で使用できる。これらのさらなるポリマーバインダーとしては、ポリ（ビニ
ルアセタール）、例えば、米国特許第６，２５５，０３３号及び第６，５４１，１８１号
明細書（上記）、国際公開第０４／０８１６６２号（これも上記）、並びに米国特許出願
公開第２００８／０２０６６７８号明細書に記載されているポリ（ビニルアセタール）が
挙げられる。
【００５１】
　一次ポリマーバインダーとともに使用できる二次ポリマーバインダーのタイプに特に制
限はない。一般的に、画像形成性要素のポジ型輻射線感受性を損なわないという観点から
、二次ポリマーバインダーも、一般的にアルカリ可溶性ポリマーである。
【００５２】
　他の有用な二次ポリマーバインダーとしては、フェノール系樹脂、例えばノボラック樹
脂、例えばフェノールとホルムアルデヒドとの縮合ポリマー、ｍ－クレゾールとホルムア
ルデヒドとの縮合ポリマー、ｐ－クレゾールとホルムアルデヒドとの縮合ポリマー、ｍ－
／ｐ－混合クレゾールとホルムアルデヒドとの縮合ポリマー、フェノールとクレゾール（
ｍ－、ｐ－、又はｍ－／ｐ－混合物）とホルムアルデヒドとの縮合ポリマー、ピロガロー
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にフェノール基を含む化合物を共重合することにより得られるコポリマーを使用すること
もできる。かかるポリマーバインダーの混合物を使用することもできる。
【００５３】
　質量平均分子量が少なくとも１５００であり、数平均分子量が少なくとも３００である
ノボラック樹脂が有用である。一般的に、質量平均分子量は３，０００～３００，０００
であり、数平均分子量は５００～２５０，０００であり、分散度（質量平均分子量／数平
均分子量）は、１．１～１０の範囲内である。
【００５４】
　１又は２種以上のポリマーと１又は２種以上のフェノール系樹脂との混合物などの、上
記一次ポリマーバインダーの特定の混合物を使用することができる。例えば、構造（Ｉａ
）～（Ｉｄ）のうちの少なくとも１つにより定義される１又は２種以上のポリマーと１又
は２種以上のノボラック又はレゾール樹脂（又はノボラック及びレゾール樹脂の双方）と
の混合物を使用することができる。
【００５５】
　他の二次ポリマーバインダーの例としては、主鎖及び／又は側鎖（ペンダント基）上に
下記（１）～（５）の酸性基を有する下記の部類のポリマーが挙げられる。
　（１）スルホンアミド（－ＳＯ２ＮＨ－Ｒ）、
　（２）置換スルホンアミドに基づく酸基（以後、活性イミド基と呼ぶ）［例えば－ＳＯ

２ＮＨＣＯＲ、ＳＯ２ＮＨＳＯ２Ｒ、－ＣＯＮＨＳＯ２Ｒ］、
　（３）カルボン酸基（－ＣＯ２Ｈ）、
　（４）スルホン酸基（－ＳＯ３Ｈ）、及び
　（５）リン酸基（－ＯＰＯ３Ｈ２）。
　上述の基（１）～（５）におけるＲは水素又は炭化水素基を表す。
【００５６】
　グループ（１）のスルホンアミド基を有する代表的な二次ポリマーバインダーは、例え
ば、スルホンアミド基を有する化合物から誘導される主成分としての最小構成単位から成
るポリマーである。従って、このような化合物の例としては、少なくとも１つの水素原子
が窒素原子に結合されている少なくとも１つのスルホンアミド基と、少なくとも１つの重
合性不飽和基とを、その分子中に有する化合物が挙げられる。これらの化合物には、ｍ－
アミノスルホニルフェニルメタクリレート、Ｎ－（ｐ－アミノスルホニルフェニル）メタ
クリルアミド、及びＮ－（ｐ－アミノスルホニルフェニル）アクリルアミドがある。その
ため、スルホンアミド基を有する重合性モノマー、例えばｍ－アミノスルホニルフェニル
メタクリレート、Ｎ－（ｐ－アミノスルホニルフェニル）メタクリルアミド、又はＮ－（
ｐ－アミノスルホニルフェニル）アクリルアミドから成るホモポリマー又はコポリマーを
使用することができる。
【００５７】
　グループ（２）の活性化イミド基を有する二次ポリマーバインダーの例は、主成分とし
て活性化イミド基を有する化合物から誘導された反復単位を含むポリマーである。かかる
化合物の例としては、下記構造式によって定義される部分を有する重合性不飽和化合物が
挙げられる。
【００５８】
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【化６】

【００５９】
　Ｎ－（ｐ－トルエンスルホニル）メタクリルアミド及びＮ－（ｐ－トルエンスルホニル
）アクリルアミドは、かかる重合性化合物の例である。
　グループ（３）～（５）のいずれかを有する二次ポリマーバインダーとしては、所望の
酸性基、又は重合後にかかる酸性基に変換することができる基を有するエチレン系不飽和
重合性モノマーを反応させることにより容易に調製されるバインダーが挙げられる。
【００６０】
　上記（１）～（５）から選択された酸性基を有する最低限の構成単位に関しては、ポリ
マー中に唯一種の酸性基を使用する必要はなく、実施態様によっては、少なくとも２種の
酸性基を有することが有用な場合がある。言うまでもなく、二次ポリマーバインダー中の
反復単位毎に酸性基のうちの１つを有する必要はなく、通常は少なくとも１０モル％、典
型的には少なくとも２０モル％が、上記酸性基のうちの１つを有する反復単位を含む。
【００６１】
　二次ポリマーバインダーは、少なくとも２，０００の質量平均分子量、及び少なくとも
５００の数平均分子量を有することが可能である。典型的には、質量平均分子量は５，０
００～３００，０００であり、数平均分子量は８００～２５０，０００であり、分散度（
質量平均分子量／数平均分子量）は、１．１～１０である。
【００６２】
　二次ポリマーバインダーの混合物を、１又は２種以上の一次ポリマーバインダーと併用
してもよい。二次ポリマーバインダーは、輻射線感受性組成物又は画像形成性層内の全ポ
リマーバインダーの乾燥質量を基準として、少なくとも１質量％かつ５０質量％以下の量
で、典型的には５～３０質量％の量で存在することができる。
【００６３】
　輻射線感受性組成物は、１又は２以上の部類の化合物から選択できる現像性向上化合物
をさらに含む。国際公開第２００４／０８１６６２号（上記）には、ポジ型組成物及び要
素の感度を高めて必要とされる画像形成エネルギーを低減するために、酸性の性質を有す
る様々な現像性向上化合物をフェノール系ポリマー又はポリ（ビニルアセタール）と使用
することが記載されている。
【００６４】
　酸性の現像性向上化合物（ＡＤＥＣ）、例えばカルボン酸又は環状酸無水物、スルホン
酸類、スルフィン酸類、アルキル硫酸類、ホスホン酸類、ホスフィン酸類、ホスホン酸エ
ステル、フェノール類、スルホンアミド類、又はスルホンイミド類などは現像ラチチュー
ド及び耐刷性のさらなる向上をもたらすことができる。かかる化合物の代表例は、米国特
許出願公開第２００５／０２１４６７７号明細書（上記）の［００３０］～［００３６］
に示されている。米国特許出願公開第２００５／０２１４６７７号明細書を、これらの酸
性の現像性向上化合物について本明細書で援用する。かかる化合物は、輻射線感受性組成
物又は画像形成性層の全乾燥質量を基準にして０．１～３０質量％の量で存在することが
できる。
【００６５】
　輻射線感受性組成物は、同時係属の本願出願人に譲渡された米国特許出願第１１／９５
９，４９２号明細書（Ｌｅｖａｎｏｎ及びＮａｋａｓｈにより２００７年１２月１９日に
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性向上組成物も挙げられる。代表的な現像性向上化合物は、下記構造（ＤＥＣ）により定
義できる。
【００６６】
【化７】

【００６７】
　構造ＤＥＣにおいて、Ｒ４及びＲ５は同じであっても異なっていてもよく、水素、ある
いは置換又は非置換の炭素数１～６の線状又は分岐アルキル基（例えばメチル、エチル、
ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、クロロメチル、トリクロロメ
チル、ｉｓｏ－プロピル、ｉｓｏ－ブチル、ｔ－ブチル、ｉｓｏ－ペンチル、ｎｅｏ－ペ
ンチル、１－メチルブチル及びｉｓｏ－ヘキシル基など）、炭化水素環中に５～１０個の
炭素原子を有する置換又は非置換のシクロアルキル基、あるいは芳香族環中に６、１０も
しくは１４個の炭素原子を有する置換又は非置換アリール基であることができる。実施態
様によっては、Ｒ４及びＲ５は、同じ又は異なる置換又は非置換アリール基（例えばフェ
ニル又はナフチル基）であることができ、Ａが－［Ｎ（Ｒ４）（Ｒ５）］ｎに直接結合し
ている場合に、Ｒ１及びＲ２の少なくとも１つが置換又は非置換アリール基であることが
特に有用である。
【００６８】
　他の実施態様において、Ｒ４及びＲ５は、同じ又は異なる、水素、あるいは置換もしく
は非置換の、線状もしくは分岐状の炭素原子数１～６のアルキル基（上記）、置換もしく
は非置換のシクロヘキシル基、又は置換もしくは非置換のフェニルもしくはナフチル基で
あることができる。
　構造（ＤＥＣ）において、Ａは鎖中に少なくとも１個の炭素、窒素、硫黄又は酸素原子
を有する置換もしくは非置換有機連結基である。Ａは、－［Ｎ（Ｒ４）（Ｒ５）］ｎに直
接結合した置換又は非置換アリーレン基（例えば置換又は非置換フェニレン基など）も含
む。従って、Ａは１又は２個以上のアリーレン基（例えば、芳香環内に６又は１０個の炭
素原子を有する）、シクロアルキレン基（例えば、炭素環式環内に５～１０個の炭素原子
を有する）、アルキレン基（例えば鎖内に１～１２個の炭素原子を有し、線状及び分岐状
の基を包含する）、オキシ基、チオ基、アミド基、カルボニル基、カルボンアミド基、ス
ルホンアミド基、エテニレン（－ＣＨ＝ＣＨ－）基、エチニレン（－Ｃ≡Ｃ－）基及びセ
レノ基、又はこれらの組み合わせを含むことができる。幾つかの特に有用な実施態様にお
いて、Ａは、置換又は非置換アリーレン基（例えば置換又は非置換フェニレン基）から成
る。
【００６９】
　構造（ＤＥＣ）において、ｍは１～４（典型的には１又は２）の整数であり、ｎは１～
４（典型的には１又は２）の整数であり、ｍとｎとは同じであっても異なっていてもよい
。
　さらに他に実施態様において、現像性向上化合物は、下記構造（ＤＥＣ１）によって定
義することもできる：
【００７０】
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【化８】

【００７１】
　ここで、Ｒ４及びＲ５は先に定義したとおりであり、Ａは、－［Ｎ（Ｒ４）（Ｒ５）］

ｎに直接結合した置換又は非置換フェニレンを有する有機連結基であり、Ｂは単結合であ
るか又は鎖内に少なくとも１個の炭素、酸素、硫黄又は窒素原子を有する有機連結基であ
り、ｍは１又は２の整数であり、ｎは１又は２の整数である。「Ｂ」有機連結基は、Ｂが
アリーレン基を含むことは必要でないということを除いて、先に定義したＡと同様に定義
でき、通常、Ｂは、存在する場合に、Ａと異なる。
【００７２】
　上記のアリール（及びアリーレン）基、シクロアルキル基、及びアルキル（及びアルキ
レン）基は、必要に応じて４個以下の置換基を有してよく、かかる置換基としては、ヒド
ロキシ、メトキシ及び他のアルコキシ基、アリールオキシ基、例えばフェニルオキシ基、
チオアリールオキシ基など、ハロメチル基、トリハロメチル基、ハロ基、ニトロ基、アゾ
基、チオヒドロキシ基、チオアルコキシ基、例えばチオメチル基、シアノ基、アミノ基、
カルボキシ基、エテニル基及び他のアルケニル基、カルボキシアルキル基、アリール基、
例えばフェニル基、アルキル基、アルキニル基、シクロアルキル基、ヘテロアリール基及
び複素脂環式基などが挙げられるが、これらに限定されない。
【００７３】
　画像形成性要素は、１又は２種以上のアミノ安息香酸、ジメチルアミノ安息香酸、アミ
ノサリチル酸、インドール酢酸、アニリノ二酢酸、Ｎ－フェニルグリシン、又はこれらの
任意の組み合わせを現像性向上化合物として含むことができる。例えば、かかる化合物と
しては、４－アミノ安息香酸、４－（Ｎ，Ｎ’－ジメチルアミノ）安息香酸、アニリノ（
二）酢酸、Ｎ－フェニルグリシン、３－インドール酢酸及び４－アミノサリチル酸が挙げ
られるが、これらに限定されない。
　上記の１又は２種以上の現像性向上化合物は、一般的に、１～３０質量％、典型的には
２～２０質量％の量で存在する。
【００７４】
　多くの実施態様において、輻射線感受性組成物及び画像形成性要素は、４０～９５質量
％の被覆量で存在する上記のポリマーバインダー、１～３０質量％の量で存在する１又は
２種以上の現像性向上化合物、及び１～１５質量％の量で存在する赤外線吸収性化合物で
ある１又は２種以上の輻射線吸収性化合物を有することができる。
【００７５】
　構造（ＤＥＣ）又は（ＤＥＣ１）の現像性向上化合物の１又は２種以上を、米国特許出
願公開第２００５／０２１４６７７号明細書（上記）の段落［００３０］～［００３６］
に示されている１又は２種以上の酸性現像性向上化合物（ＡＤＥＣ）と組み合わせて使用
することも可能である。米国特許出願公開第２００５／０２１４６７７号明細書の記載は
、これらの酸性現像性向上化合物について、本明細書で援用する。
　幾つかの例において、これらの酸性現像性向上化合物のうちの少なくとも２種を、構造
（ＤＥＣ）又は（ＤＥＣ１）で先に記載した現像性向上化合物のうちの１又は２種以上（
例えば２種）と組み合わせて使用できる。
【００７６】
　上記の現像性向上化合物のうちの２種との組み合わせで、構造（ＤＥＣ）又は（ＤＥＣ
１）により表される１又は２種以上の化合物と１又は２種以上の（ＡＤＥＣ）現像性向上
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化合物とのモル比は０．１：１～１０：１、より典型的には０．５：１～２：１である。
【００７７】
　さらに、構造（ＤＥＣ）又は（ＤＥＣ１）により表される現像性向上化合物を、下記構
造（ＢＤＥＣ）により定義できる塩基性の現像性向上化合物と組み合わせて使用できる：
【００７８】
【化９】

【００７９】
　ここで、ｔは１～６であり、ｓは０、１又は２であり、ｖは１～３であり、ただし、ｓ
とｖの和は３である。ｓが１である場合には、Ｒ７は、水素、又はアルキル、アルキルア
ミン、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、アリールアミン又はヘテロア
リール基であり、ｓが２である場合には、複数のＲ７基は同じ又は異なるアルキル、アル
キルアミン、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、アリールアミン又はヘ
テロアリール基であるか、あるいは２個のＲ７基が窒素原子と一緒に置換又は非置換の複
素環式環を形成することができる。Ｒ８及びＲ９は独立に水素又はアルキル基である。
【００８０】
　かかる有機ＢＤＥＣ化合物の例は、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－２－ピロリドン、
１－（２－ヒドロキシエチル）ピペラジン、Ｎ－フェニルジエタノールアミン、トリエタ
ノールアミン、２－［ビス（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ヒドロキシメチル－
１，３－プロパンジオール、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラキス（２－ヒドロキシエチル）
－エチレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラキス（２－ヒドロキシプロピル）－エ
チレンジアミン、３－［（２－ヒドロキシエチル）フェニルアミノ］プロピオニトリル
、及びヘキサヒドロ－１，３，５－トリス（２－ヒドロキシエチル）－ｓ－トリアジンで
ある。これらの化合物の２種又は３種以上の混合物も有用である。
【００８１】
　上記の現像性向上化合物のうちの２種との組み合わせで、構造（ＤＥＣ）又は（ＤＥＣ
１）により表される１又は２種以上の化合物と１又は２種以上の（ＢＤＥＣ）現像性向上
化合物とのモル比は０．１：１～１０：１、より典型的には０．５：１～２：１である。
　さらに、構造（ＤＥＣ）又は（ＤＥＣ１）により表される現像性向上化合物を、ＡＤＥ
Ｃ化合物として先に示した化合物のうちの１又は２種以上、及び構造（ＢＤＥＣ）により
先に示した化合物の１又は２種以上と、任意の適切なモル比で組み合わせて使用すること
ができる。
　輻射線感受性組成物は、画像形成性層について以下に記載する他の任意の添加剤を含ん
でもよい。
【００８２】
　画像形成性要素
　画像形成性要素はポジ型画像形成性要素であり、本明細書に記載した一次ポリマーバイ
ンダーは、一般的、１つの画像形成性層中にポリマーバインダーとして存在する。上記の
ように、一次ポリマーバインダーは唯一のポリマーバインダーであってもよく、あるいは
、１又は２種以上のポリマーバインダーとの混合物で使用される。
【００８３】
　一般的に、画像形成性要素は、１又は２種以上のポリマーバインダー、輻射線吸収性化
合物（下記）、任意選択的に現像性向上組成物、及び他の任意添加剤を含む輻射線感受性
組成物を適切な基材に適切に適用して画像形成性層を形成することによって形成される。
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この基材は、配合物の適用の前に、下記のような種々の方法で処理又はコーティングする
ことができる。例えば、基材は、付着性又は親水性の改善のために「中間層」を提供する
ように処理することができ、画像形成層は中間層上に適用される。
【００８４】
　基材は、一般的に、親水性表面、又は画像形成側に適用された画像形成用配合物よりも
親水性が高い表面を有する。基材は支持体を含み、当該支持体は、画像形成性要素、例え
ば平版印刷版などを製造するために従来使用されている任意の材料から構成できる。基材
は通常、シート、フィルム又は箔の形態にあり、丈夫であり、安定であり、そして可撓性
であり、また色記録がフルカラー画像を示すような使用条件下では耐寸法変化性である。
典型的には、支持体は、ポリマーフィルム（例えばポリエステル、ポリエチレン、ポリカ
ーボネート、セルロースエステルポリマー、及びポリスチレンフィルム）、ガラス、セラ
ミック、金属シート又は箔、又は剛性紙（樹脂コート紙及び金属化紙を含む）、又はこれ
らの材料のうちのいずれかの積層体（例えばポリエステルフィルム上へのアルミニウム箔
の積層体）などのいかなる自立性材料であってもよい。金属支持体としては、アルミニウ
ム、銅、亜鉛、チタン及びこれらの合金のシート又は箔が挙げられる。
【００８５】
　ポリマーフィルム支持体の片面又は両面を、親水性を高めるために「下引き」層で改質
することができ、或いは、平坦性を高めるために、紙支持体を同様にコーティングするこ
とができる。下引き層材料の例としては、アルコキシシラン、アミノ－プロピルトリエト
キシシラン、グリシジオキシプロピル－トリエトキシシラン、及びエポキシ官能性ポリマ
ー、ならびに、ハロゲン化銀写真フィルムに使用されるコンベンショナルな親水性下引き
材料（例えばゼラチン、及び他の天然由来及び合成の親水性コロイド、ならびに塩化ビニ
リデンコポリマーなどのビニルポリマー）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００８６】
　１つの基材は、物理的砂目立て、電気化学的砂目立て、化学的砂目立て、及びこれに続
く陽極酸化を含む、当業者に知られた技術によってコーティング又は処理することができ
るアルミニウム支持体から構成される。アルミニウムシートは、化学的又は電気化学的に
砂目立て、リン酸又は硫酸、及びコンベンショナルな手順を用いて陽極酸化することがで
きる。
【００８７】
　例えばシリケート、デキストリン、フッ化カルシウムジルコニウム、ヘキサフルオロケ
イ酸、ホスフェート／フッ化ナトリウム、ポリ（ビニルホスホン酸）（ＰＶＰＡ）、ビニ
ルホスホン酸コポリマー、ポリ（アクリル酸）、又はアクリル酸コポリマー溶液、或いは
英国特許第２，０９８，６２７号明細書及び日本国特開昭５７－１９５６９７号公報（両
方ともＨｅｒｔｉｎｇ他）でアルミニウム支持体を処理することにより、任意選択の中間
層を形成することができる。研摩及び陽極酸化が施されたアルミニウム支持体は、表面親
水性を改善するために周知の手順を用いてポリ（アクリル酸）で処理することができる。
【００８８】
　基材の厚さは様々な値を取り得るが、印刷に由来する摩耗に耐えるのに十分な厚さを有
し、しかも印刷版の周りに巻き付けるのに十分に薄くあるべきである。幾つかの実施態様
としては、厚さ１００～６００μｍの処理されたアルミニウム箔が挙げられる。
【００８９】
　基材の裏側（非画像形成側）には、画像形成性要素の取り扱い及び「感触」を改善する
ために、静電防止剤及び／又はスリップ層又は艶消し層を被覆することができる。
　基材は、輻射線感受性組成物が適用された円筒形表面であってもよく、ひいては印刷機
の一体部分であってもよい。かかる画像形成されたシリンダーの使用は、例えば米国特許
第５，７１３，２８７号明細書（Ｇｅｌｂａｒｔ）に記載されている。
【００９０】
　画像形成性層（及び輻射線感受性組成物）は、典型的には、１又は２種以上の輻射線吸
収性化合物を含む。これらの化合物は、１５０～１５００ｎｍの任意の好適なエネルギー
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形態（例えばＵＶ線、可視光及びＩＲ線）に対して感受性であることができるが、これら
は典型的には赤外線に対して感受性であり、そのため、かかる輻射線吸収性化合物は、一
般的に、７００～１４００ｎｍ、典型的には７５０～１２００ｎｍの輻射線を吸収する赤
外線吸収性化合物（「ＩＲ吸収性化合物」）として知られる。画像形成性層は、一般的に
は、画像形成性要素中の最外層である。
【００９１】
　好適なＩＲ吸収性化合物の例としては、例えばアゾ染料、スクアリリウム染料、クロコ
ネート染料、トリアリールアミン染料、チアゾリウム染料、インドリウム染料、オキソノ
ール染料、オキサゾリウム染料、シアニン染料、メロシアニン染料、フタロシアニン染料
、インドシアニン染料、インドトリカルボシアニン染料、ヘミシアニン染料、ストレプト
シアニン染料、オキサトリカルボシアニン染料、チオシアニン染料、チアトリカルボシア
ニン染料、メロシアニン染料、クリプトシアニン染料、ナフタロシアニン染料、ポリアニ
リン染料、ポリピロール染料、ポリチオフェン染料、カルコゲノピリロアリーリデン及び
ビ（カルコゲノピリロ）ポリメチン染料、オキシインドリジン染料、ピリリウム染料、ピ
ラゾリンアゾ染料、オキサジン染料、ナフトキノン染料、アントラキノン染料、キノンイ
ミン染料、メチン染料、アリールメチン染料、ポリメチン染料、スクアリン染料、オキサ
ゾール染料、クロコニン染料、ポルフィリン染料、及び前記染料の部類の任意の置換形態
物又はイオン形態物などが挙げられるが、これらに限定されない。好適な染料は、例えば
米国特許第４，９７３，５７２号明細書（ＤｅＢｏｅｒ）、及び第５，２０８，１３５号
明細書（Ｐａｔｅｌ他）、第５，２４４，７７１号明細書（Ｊａｎｄｒｕｅ　Ｓｒ．他）
及び第５，４０１，６１８号明細書（Ｃｈａｐｍａｎ他）、並びに欧州特許出願公開第０
　８２３　３２７号明細書（Ｎａｇａｓａｋａ他）に開示されている。
【００９２】
　アニオン性発色団を有するシアニン染料も有用である。例えば、シアニン染料は、２つ
の複素環式基を有する発色団を有することができる。別の態様の場合、シアニン染料は、
少なくとも２つのスルホン酸基、例えば２つのスルホン酸基と２つのインドレニン基とを
有することができる。このタイプの有用なＩＲ感光性シアニン染料が、米国特許出願公開
第２００５－０１３００５９号明細書（Ｔａｏ）に記載されている。
　好適なシアニン染料の有用な部類に関する一般的記述が、国際公開第２００４／１０１
２８０号パンフレット（Ｍｕｎｎｅｌｌｙ他）の［００２６］において式で示されている
。
【００９３】
　低分子量ＩＲ吸収染料に加えて、ポリマーに結合されたＩＲ染料部分を使用することも
できる。さらに、ＩＲ染料カチオンを使用することができ、すなわち、このカチオンは、
カルボキシ、スルホ、ホスホ又はホスホノ基を側鎖に含むポリマーとイオン相互作用する
染料塩のＩＲ吸収部分である。
【００９４】
　近赤外線吸収シアニン染料も有用であり、例えば米国特許第６，３０９，７９２号明細
書（Ｈａｕｃｋ他）、第６，２６４，９２０号明細書（Ａｃｈｉｌｅｆｕ他）、第６，１
５３，３５６号明細書（Ｕｒａｎｏ他）、第５，４９６，９０３号明細書（Ｗａｔａｎａ
ｔｅ他）に記載されている。好適な染料は、コンベンショナルな方法及び出発材料を用い
て形成することができ、或いは、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｄｙｅ　Ｓｏｕｒｃｅ（カナダ国ケ
ベック州ベ－デュルフェ）及びＦＥＷ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（ドイツ国）を含む種々の商
業的供給元から得ることができる。近赤外線ダイオードレーザービームのための他の有用
な染料が、例えば米国特許第４，９７３，５７２号明細書（上記）に記載されている。
【００９５】
　有用なＩＲ吸収性化合物は、カーボンブラック、例えば当業者によく知られているよう
に可溶化基で表面官能化されたカーボンブラックなどの種々の顔料であることができる。
親水性の非イオン性ポリマーにグラフト化されたカーボンブラック、例えばＦＸ－ＧＥ－
００３（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｓｈｏｋｕｂａｉ製）、又はアニオン基で表面官能化されたカー
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ボンブラック、例えばＣＡＢ－Ｏ－ＪＥＴ（登録商標）２００又はＣＡＢ－Ｏ－ＪＥＴ（
登録商標）３００（Ｃａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製）も有用である。他の有用な
顔料としては、ヘリオゲン・グリーン、ニグロシン・ベース、酸化鉄（ＩＩＩ）、酸化マ
ンガン、プリシアン・ブルー、及びパリス・ブルーが挙げられる。顔料粒子のサイズは、
画像形成性層の厚さを上回るべきではなく、好ましくは、粒子のサイズは、画像形成性層
の厚さの半分未満になる。
【００９６】
　画像形成性要素において、輻射線吸収性化合物は、一般的に、０．１～３０質量％の乾
燥被覆量で存在し、典型的には０．５～２０質量％の乾燥被覆量で存在する。この目的に
必要な特定の量は、使用される具体的な化合物に応じて、当業者は容易に判るであろう。
【００９７】
　あるいは、輻射線吸収性化合物は、画像形成性層と熱的に接触する別個の層に含まれて
もよい。従って、画像形成中に、当該別個の層中の輻射線吸収性化合物の作用を、当該化
合物が当初は含まれていなかった画像形成性層に移すことができる。
【００９８】
　画像形成性層（及び輻射線感受性組成物）は、着色剤染料又はＵＶもしくは可視光感受
性成分である１又は２種以上の追加の化合物を含むこともできる。アルカリ性現像剤中に
可溶性の着色剤染料が有用である。着色剤染料のための有用な極性基としては、エーテル
基、アミン基、アゾ基、ニトロ基、フェロセニウム基、スルホキシド基、スルホン基、ジ
アゾ基、ジアゾニウム基、ケト基、スルホン酸エステル基、リン酸エステル基、トリアリ
ールメタン基、オニウム基（例えばスルホニウム、インドニウム及びホスホニウム基など
）、窒素原子が複素環に組み込まれている基、及び正電荷を帯びた原子を含有する基（例
えば第四級化アンモニウム基など）が挙げられるが、これらに限定されない。着色剤染料
として有用な正電荷を帯びた窒素原子を含有する化合物としては、例えばテトラルキルア
ンモニウム化合物、及び第四級化複素環式化合物、例えばキノリニウム化合物、ベンゾチ
アゾリウム化合物、ピリジニウム化合物、及びイミダゾリウム化合物が挙げられる。溶解
抑制剤として有用な代表的な化合物は例えば、米国特許第６，２９４，３１１号明細書（
上記）に記載されている。有用な着色剤染料としては、トリアリールメタン染料、例えば
エチル・バイオレット、クリスタル・バイオレット、マラカイト・グリーン、ブリリアン
ト・グリーン、ビクトリア・ブルーＢ、ビクトリア・ブルーＲ、及びビクトリアピュアブ
ルーＢＯ、ＢＡＳＯＮＹＬ（登録商標）バイオレット６１０及びＤ１１（フランス国ロン
ジュモー所在のＰＣＡＳ）が挙げられる。これらの化合物は、現像された画像形成性要素
における非露光（非画像形成）領域を露光された（画像形成された）領域から区別するコ
ントラスト染料として作用することもできる。
【００９９】
　着色剤染料が画像形成性層中に存在する場合には、その量は広範に変えることができる
が、一般的には、０．５質量％～３０質量％の量で存在する。
　画像形成性層（及び輻射線感受性組成物）は、さらに、様々な添加剤、例えば分散剤、
保湿剤、殺生物剤、可塑剤、コーティング適性又はその他の特性のための界面活性剤、耐
摩耗性ポリマー、増粘剤、充填剤及び増量剤、ｐＨ調整剤、乾燥剤、消泡剤、保存剤、抗
酸化剤、現像助剤、レオロジー調整剤、又はこれらの組み合わせ、あるいは平版印刷分野
において一般的に使用されている任意の他の添加剤を、コンベンショナルな量で含むこと
ができる。
【０１００】
　ポジ型画像形成性要素は、コンベンショナルなコーティング法又はラミネーション法を
用いて、基材の表面（及び表面上に設けられた任意の親水性層）の上方に画像形成性層（
輻射線感受性組成物）配合物を適用することにより製造することができる。例えば、適切
なコーティング用溶剤中に所望の成分を分散又は溶解させることにより配合物を適用する
ことができ、得られた配合物は、好適な装置及び手順、例えばスピンコーティング、ナイ
フコーティング、グラビアコーティング、ダイコーティング、スロットコーティング、バ
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ーコーティング、ワイヤロッドコーティング、ローラーコーティング、又は押出ホッパー
コーティングを用いて、基材に適用される。配合物は、適切な支持体（例えば印刷機上印
刷シリンダー）上に吹き付けることによっても適用できる。
【０１０１】
　画像形成性層のコーティング量は、０．５～３．５ｇ／ｍ２、典型的には１～３ｇ／ｍ
２である。
　層配合物をコーティングするために使用される溶剤は、配合物中のポリマーバインダー
及び他のポリマー材料及び非ポリマー成分の性質に応じて選択される。一般的に、画像形
成性層配合物は、当業者によく知られている条件及び技術を用いて、アセトン、メチルエ
チルケトン、又は別のケトン、テトラヒドロフラン、１－メトキシ－２－プロパノール、
Ｎ－メチルピロリドン、１－メトキシ－２－プロピルアセテート、γ－ブチロラクトン、
及びこれらの混合物からコーティングされる。
【０１０２】
　あるいは、それぞれの層組成物の溶融混合物からコンベンショナルな押出コーティング
法により層（１又は２層以上）を適用することもできる。典型的には、かかる溶融混合物
は、揮発性有機溶剤を含有しない。
　他の配合物のコーティング前に溶剤を除去するために、種々の層配合物の適用の間に、
中間乾燥工程を用いることができる。乾燥工程は、種々の層の混合を防止するのを助ける
こともできる。
　本発明に従ってポジ型画像形成性要素を製造する代表的な方法を、実施例において後述
する。
【０１０３】
　基材上で画像形成性層を乾燥させた後（すなわち、コーティングが自立性となり、指触
乾燥状態になった後）、要素を少なくとも４時間、好ましくは少なくとも２０時間にわた
って、又は少なくとも２４時間にわたって、４０℃～９０℃（典型的には５０～７０℃）
で熱処理することができる。最大熱処理時間は数日間の長さであってもよいが、しかし熱
処理のための最適な時間及び温度は、常套的試験によって容易に決定することができる。
この熱処理は、「状態調節」ステップとしても知られている。かかる処理は、例えば欧州
特許第８２３，３２７号明細書（Ｎａｇａｓａｋａ他）及び第１，０２４，９５８号明細
書（ＭｃＣｕｌｌｏｕｇｈ他）に記載されている。
【０１０４】
　熱処理中に、画像形成性要素を非透水性シート材料で包み込むか覆って、前駆体からの
水分の除去に対する有効なバリヤーとすることも望ましいであろう。このシート材料は、
画像形成性要素（又はその積層体）の形状にぴったり合うように十分に可撓性であり、一
般的に、画像形成性要素（又はその積層体）の形状に密着する。例えば、画像形成性要素
又はその積層体の端部の周りを密封する。かかる非水透過性シート材料としては、ポリマ
ーフィルム又は金属箔が挙げられ、ポリマーフィルム又は金属箔は、画像形成性要素又は
その積層体の端部の周りを密封する。
【０１０５】
　代わりに、画像形成性要素（又はその積層体）の熱処理（又は状態調節）は、相対湿度
が２５％、または３０％に調節された環境中で実施される。相対湿度は、所定の温度で飽
和に必要とした水の量の百分率として表される空気中の水蒸気の量として定義される。
【０１０６】
　通常、少なくとも５個、かつ、１００個以下の画像形成性要素を同時に熱処理する。か
かる積層体が少なくとも５００個の画像形成性要素を含むのがより一般的である。代わり
に、画像形成性要素を、コイルの形態で熱処理し、その後に、個々の要素に切断してもよ
い。かかるコイル状物は、少なくとも１０００ｃｍ２、より典型的には少なくとも３００
０ｃｍ２の画像形成可能な表面を含むことができる。隣り合うコイル状物又は「らせん状
物」もしくはコイル状物、あるいは積層体を構成するコイル状物もしくは層は、必要に応
じて、インターリービング材料（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ　ｍａｔｅｒｉａｌ）、例え
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ばプラスチック又は樹脂（例えばポリテン）によりサイジングされたものであってもよい
紙又は薄葉紙により分離されていてもよい。
【０１０７】
　画像形成及び現像
　本発明の画像形成性要素は、例えば印刷版前駆体、印刷シリンダー、印刷スリーブ、及
び印刷テープ（可撓性印刷ウェブを包含）などのいかなる有用な形態をも有することがで
きる。例えば、画像形成性部材は、平版印刷版を形成するための平版印刷版前駆体である
。
【０１０８】
　印刷版前駆体は、好適な基材上に配置された所要の画像形成性層を有する、任意の有用
なサイズ及び形状（例えば正方形又は長方形）から成ることができる。印刷シリンダー及
びスリーブは、円筒形態の基材と画像形成層とを有する回転印刷部材として知られる。印
刷スリーブのための基材として、中空又は中実の金属コアを使用することができる。
【０１０９】
　使用中、画像形成性要素は、輻射線感受性組成物中に存在する輻射線吸収性化合物に応
じて、波長１５０～１５００ｎｍの輻射線、例えばＵＶ、可視線又は赤外線の好適な供給
源に暴露される。ほとんどの実施態様の場合、画像形成は、波長７００～１４００ｎｍの
赤外線レーザーを使用して行われる。画像形成部材を露光するために使用されるレーザー
は、ダイオードレーザーシステムの信頼性及びメンテナンスの手間の少なさにより、ダイ
オードレーザーであることが可能であるが、他のレーザー、例えば気体又は固体レーザー
も使用できる。レーザー画像形成のための出力、強度及び露光時間の組み合わせは、当業
者であれば容易に分かるであろう。目下、商業的に入手可能なイメージセッターにおいて
使用される高性能レーザー又はレーザーダイオードは、７５０～１２００ｎｍの範囲で１
又は２以上の波長の赤外線を放出する。
【０１１０】
　画像形成装置は、プレートセッターとしてだけ機能することができ、あるいは、画像形
成装置は平版印刷機に直接組み込まれていてもよい。後者の場合、印刷は画像形成直後に
開始することができ、これにより印刷機設定時間をかなり短縮することができる。画像形
成装置は、画像形成性部材をドラムの内側又は外側の円筒面に装着した状態で、フラット
ベッド型記録器として、又はドラム型記録器として構成することができる。有用な画像形
成装置は、波長８３０ｎｍの近赤外線を放出するレーザーダイオードを備えるＥａｓｔｍ
ａｎ　Ｋｏｄａｋ　Ｃｏｍｐａｎｙ（カナダ国ブリティッシュコロンビア州バーナビー）
から入手可能な幾つかのモデルのＫｏｄａｋ　Ｔｒｅｎｄｓｅｔｔｅｒ（登録商標）イメ
ージセッターとして入手可能である。他の好適な画像形成供給源としては、波長１０６４
ｎｍで作動するＣｒｅｓｃｅｎｔ　４２Ｔプレートセッター（イリノイ州シカゴ所在のＧ
ｅｒｂｅｒ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃから入手可能）、及びＳｃｒｅｅｎ　ＰｌａｔｅＲｉ
ｔｅ　４３００シリーズ又は８６００シリーズのプレートセッター（イリノイ州シカゴ所
在のＳｃｒｅｅｎから入手可能）が挙げられる。さらなる有用な輻射線源としては、要素
が印刷版シリンダーに取り付けられている間に要素に画像を形成するために使用すること
ができるダイレクト画像形成印刷機が挙げられる。好適なダイレクト画像形成印刷機の例
としては、Ｈｅｉｄｅｌｂｅｒｇ　ＳＭ７４－ＤＩプレス（オハイオ州デイトン所在のＨ
ｅｉｄｅｌｂｅｒｇから入手可能）が挙げられる。
【０１１１】
　ＩＲ画像形成スピードは、３０～１５００ｍＪ／ｃｍ２、又は４０～３００ｍＪ／ｃｍ
２であることができる。
　レーザー画像形成が通常実施されるが、画像形成は、画像様に熱エネルギーを提供する
任意の他の手段によっても供給できる。例えば、画像形成は、例えば米国特許第５，４８
８，０２５号明細書（Ｍａｒｔｉｎ他）記載されているように、熱抵抗ヘッド（サーマル
プリントヘッド）を使用して実施できる（いわゆる「サーマルプリント」として知られて
いる）。サーマルプリントヘッドは市販されている（例えば、Ｆｕｊｉｔｓｕサーマルヘ
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ッドＦＴＰ－０４０　ＭＣＳ００１及びＴＤＫサーマルヘッドＦ４１５　ＨＨ７－１０８
９として）。
【０１１２】
　画像形成は、一般的に、ダイレクトデジタル画像形成法を使用して実施される。画像信
号は、コンピューターにビットマップデータファイルとして記憶される。かかるファイル
を生成させるために、ラスタ画像プロセッサー（ＲＩＰ）又は他の適切な手段を使用でき
る。ビットマップは、スクリーン周波数及び角度に加えて色の色相を規定するように構成
される。
【０１１３】
　画像形成性要素の画像形成によって、画像形成（露光）領域及び非画像形成（非露光）
領域の潜像を含む画像形成された要素が生じる。この画像形成された要素を、適切な現像
液で現像すると、主に画像形成性層の露光領域及びその下側の任意の層だけが除去されて
、基材の親水性表面が露出する。この場合、かかる画像形成性要素は「ポジ型」（例えば
、「ポジ型」の平版印刷版前駆体）である。
【０１１４】
　例えば、現像は、画像形成性層の画像形成された（露光された）領域を除去するのに十
分な時間であるが、画像形成性層の非画像形成（非露光）領域を除去するほどには長くな
い時間にわたって実施される。従って、画像形成性層の画像形成された（露光された）領
域は、現像液に「可溶性」又は現像液中で「除去可能」と記述される。なぜならば、これ
らの領域は、画像形成性層の非画像形成（非露光）領域よりも容易に、前記単一処理液中
で除去され、溶解し、又は分散されるからである。従って「可溶性」という用語は、「分
散性」であることをも意味する。
【０１１５】
　画像形成された要素は、一般的に、コンベンショナルな処理条件を使用して現像される
。水性アルカリ性現像液及び有機溶剤含有現像液の両方を使用できる。本発明の方法のほ
とんどの実施態様において、ポジ型の画像形成された要素を処理するために通常使用され
ている高ｐＨの水性アルカリ性現像液が使用される。
【０１１６】
　かかる水性アルカリ性現像剤は、一般的に、少なくとも９のｐＨ、典型的には少なくと
も１１のｐＨを有する。有用なアルカリ性水性現像液としては、３０００ディベロッパー
（Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒ）、９０００ディベロッパー、ＧｏｌｄＳｔａｒディベロッパー、
ＧｏｌｄＳｔａｒ　Ｐｌｕｓディベロッパー、ＧｒｅｅｎＳｔａｒ　Ｐｒｅｍｉｕｍディ
ベロッパー、ＧＲＥＥＮＳＴＡＲディベロッパー、ＴｈｅｒｍａｌＰｒｏディベロッパー
、ＰＲＯＴＨＥＲＭディベロッパー、ＭＸ１８１３ディベロッパー、及びＭＸ１７１０　
ディベロッパー（これらはすべて、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｋｏｄａｋ　Ｃｏｍｐａｎｙから入
手可能）、並びにＦｕｊｉ　ＨＤＰ７ディベロッパー（Ｆｕｊｉ　Ｐｈｏｔｏ）及びＥｎ
ｅｒｇｙ　ＣＴＰ　ディベロッパー（Ａｇｆａ）が挙げられる。これらの組成物は、一般
的に、界面活性剤、キレート化剤（例えば、エチレンジアミン四酢酸の塩）及び様々なア
ルカリ性成分（例えば、無機メタケイ酸塩類、有機メタケイ酸塩類、水酸化物及び重炭酸
塩）も含有する。
【０１１７】
　ネガ型の画像形成された要素を処理するために通常使用されている現像液を使用するこ
ともできる。かかる現像液は、一般的に、水と混和性である１又は２種以上の有機溶剤を
含む単相溶液である。有用な有機溶剤は、フェノールとエチレンオキシド及びプロピレン
オキシドとの反応生成物［例えば、エチレングリコールフェニルエーテル（フェノキシエ
タノール）など］、ベンジルアルコール、６個以下の炭素原子を有する酸とのエチレング
リコールのエステル及び６個以下の炭素原子を有する酸とのプロピレングリコールのエス
テル、ならびにエチレングリコールの、ジエチレングリコールの及びプロピレングリコー
ルのエーテル（６個以下の炭素原子を有するアルキル基を有する）、例えばメトキシエタ
ノール及び２－ブトキシエタノールである。１又は２種以上のこれら有機溶剤が、一般的
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に、現像液の全質量を基準として０．５～１５％の量で存在する。かかる現像液は、中性
、アルカリ性、又は僅かに酸性のｐＨのものであることができる。これらの現像液のほと
んどはアルカリ性ｐＨであり、例えば１１以下のｐＨを有する。
【０１１８】
　代表的な有機溶剤含有現像液としては、ＮＤ－１ディベロッパー、９５５ディベロッパ
ー、「２イン１」ディベロッパー、９５６ディベロッパー、及び９８０ディベロッパー（
全てＥａｓｔｍａｎ　Ｋｏｄａｋ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能）、ＨＤＮ－１ディベロ
ッパー（Ｆｕｊｉから入手可能）、並びにＥＮ　２３２ディベロッパー（Ａｇｆａから入
手可能）が挙げられる。
【０１１９】
　一般的に、現像液は、現像液を含有するアプリケーターで外層を擦るか又は拭うことに
より、画像形成された要素に適用される。あるいは、画像形成された要素に現像液をブラ
シ塗布することもでき、又は露光された領域を除去するのに十分な力で要素に吹き付ける
ことにより現像液を適用することができる。さらに、現像液中に画像形成された要素を浸
漬することもできる。全ての場合において、印刷室の化学薬品に対して優れた耐性を有す
る平版印刷版において、現像画像が生成する。現像は、適切なローラー、ブラシ、タンク
、及び、必要に応じて供給、廃棄又は再循環のための配管を含む適切な装置で実施できる
。
【０１２０】
　現像の次に、画像形成された要素を水ですすぎ、適切な方式で乾燥させることができる
。乾燥させた要素を、コンベンショナルなガム引き溶液（好ましくはアラビアゴム）で処
理してもよい。
　画像形成され現像された要素を、得られた画像形成された要素のランレングスを増加さ
せるために実施できるポストベーク作業でベーキングすることができる。ベーキングは、
例えば、２２０℃～２６０℃で１～１０分間、又は１２０℃で３０分間で実施できる。
【０１２１】
　画像形成された要素の印刷面に平版印刷インク及び湿し水を適用することにより印刷を
実施できる。インクは、画像形成性層の非画像形成（非露光又は非除去）領域により取り
込まれ、湿し水は、画像形成及び現像プロセスによって露出された基材の親水性表面によ
り取り込まれる。インクは、次いで、その上に画像の所望の刷りを提供するために、好適
な受容材料（例えば布地、紙、金属、ガラス又はプラスチック）に転写される。必要に応
じて、画像形成された部材から受容材料へインクを転写するために、中間「ブランケット
」ローラーを使用できる。画像形成された部材は、必要に応じて、コンベンショナルなク
リーニング手段及び化学薬品を使用して、刷りの間にクリーニングすることができる。
　本発明の実施を例示するために以下の実施例を示すが、実施例により本発明が限定され
るものではない。
【実施例】
【０１２２】
　実施例の作製及び使用において以下の成分を使用した。特に断らない限り、これらの成
分は、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（ウィスコンシン州ミルウォ
ーキー）から入手可能である。
　ＢＦ－０３は、Ｃｈａｎｇ　Ｃｈｕｎ　Ｐｅｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．Ｌｔｄ．
（台湾）から入手した、加水分解度９８％（Ｍｗ＝１５，０００）のポリビニルアルコー
ルを表す。
　クリスタル・バイオレット（Ｃ．Ｉ．４２５５５）はベーシック・バイオレット３（λ

ｍａｘ＝５８８ｎｍ）である。
　ＤＢＵは１，８－ジアゾビシクロ［５，４，０］ウンデク－７－エン（９８％）を表す
。
　ＤＭＡＢＡは４－（ジメチルアミノ）安息香酸を表す。
　ＤＭＦＡはＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドを表す。
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　ＤＮＳＥＰＣは、Ｓａｎｂｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｃｏ．，Ｌ
ｔｄ．（日本国）から入手した、ｐ－クレゾール樹脂の２－ジアゾ－１－ナフトール－４
－スルホン酸エステルを表す。
　ＤＭＳＯはジメチルスルホキシドを表す。
　ＫＯＨは水酸化カリウムペレット（８５％＋ＡＣＳグレード）として使用した。
　ＬＢ９９００はＨｅｘｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（オハイオ州
コロンバス）から入手したレゾール樹脂である。
　ＭＥＫはメチルエチルケトンを表す。
　ＭＭＳはＡｃｒｏｓ　Ｏｒｇａｎｉｃｓ（ベルギー国ギール）から入手したメチルサリ
チル酸のメチルエステルを表す。
　ＮＭＰはＮ－メチルピロリドンを表す。
　ＰＭは１－メトキシ－２－プロパノールを表し、ＬｙｏｎｄｅｌｌＢａｓｅｌｌ　Ｉｎ
ｄｕｓｔｒｉｅｓ（オランダ国）からＡｒｃｏｓｏｌｖｅ（登録商標）ＰＭとして入手可
能である。
　Ｓ００９４はＦＥＷ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（フランス国）から入手した赤外線吸収性染
料（λｍａｘ＝８１３ｎｍ）である。
　Ｓａｌ．ｓａｌ．ａｃｉｄは、Ａｃｒｏｓ　Ｏｒｇａｎｉｃｓ（ベルギー国ギール）か
ら入手したサリチルサリチル酸を表す。
　Ｓａｌｏｌはサリチル酸のフェニルエステルを表す。
　スダン・ブラックＢは中性ジアゾ染料（Ｃ．Ｕ．２６１５０）である。
　ビクトリア・ブルーＲはトリアリールメタン染料（ベーシック・ブルー１１、Ｃ．Ｉ．
４４０４０）である。
【０１２３】
Ｎ－フタルイミドサリチル酸メチルエステルの調製：
　メカニカルスターラー及びＤｅａｎ－Ｓｔａｒｋ分離カラムを備えた２．５リットル丸
底ガラス容器に２００ｇのアミノサリチル酸メチルエステルと１８３ｇのフタル酸無水物
を入れた。次に、この反応容器に１．５ｋｇのアニソールを入れた。混合物を攪拌しなが
らアニソールの還流点まで加熱した。Ｄｅａｎ－Ｓｔａｒｋ分離器でアニソールから水を
分離した。水の量が計算値に達したら、加熱をさらに１時間続けた。加熱を停止し、反応
混合物を室温に冷却した。析出した生成物を濾過により取り出し、フィルター上でトルエ
ンにより洗浄し、乾燥させた。生成物の収率は８５～９０％であった。生成物は、結晶化
を必要としないほど十分に純粋であった（融点２１８～２１９℃）。
【０１２４】
ポリマーＡの調製：
　水冷式凝縮器、滴下漏斗及び温度計を備え、ＤＭＳＯ（４５０ｇ）を含む反応容器にＢ
Ｆ－０３（５０ｇ）を加えた。絶えず攪拌しながら、混合物が透明溶液になるまで、混合
物を８０℃で３０分間加熱した。この溶液に、アニソール（１００ｇ）を加え、真空（１
０ｍｍＨｇ）を適用した。水：アニソールの共沸混合物が若干のＤＭＳＯと一緒に留去さ
れた。カリウムｔ－ブトキシド（１２．５ｇ）及びサリチル酸メチル（１５０ｇ）を加え
た。攪拌及び加熱下で反応混合物に真空（１０ｍｍＨｇ）を１８時間適用し、放出された
メタノール及びｔ－ブタノールを留去した。反応混合物を室温に冷却し、１０ｇの３７％
ＨＣｌにより中和し、次に６ｋｇの１：１水／メタノール混合物とブレンドした。析出し
たポリマーを水で洗浄し、濾過し、真空中５０℃で２４時間乾燥させて、１４８ｇの乾燥
ポリマーＡを得た。
【０１２５】
ポリマーＢの調製：
　カリウムｔ－ブトキシドの代わりにＫＯＨ（１５．５ｇ）を反応混合物に加えたことを
除いてポリマーＡの調製について記載したのと同様にしてポリマーＢを調製した。ＫＯＨ
が完全に溶解したときに、アニソール（１００ｇ）を反応混合物に加え、アニソール：水
共沸混合物を留去した。蒸留後、反応混合物を真空下８０℃でさらに１２時間攪拌及び加
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熱した。反応混合物を室温に冷却し、１０ｇの３７％ＨＣｌにより中和し、次に６ｋｇの
１：１水／エタノール混合物とブレンドした。析出したポリマーを水で洗浄し、濾過し、
真空中５０℃で２４時間乾燥させて、１３６ｇの乾燥ポリマーＢを得た。
【０１２６】
ポリマーＣの調製：
　水冷式凝縮器及び温度計を備え、５０ｇのＤＭＳＯを含む反応容器にＢＦ－０３ポリビ
ニルアルコール（８．８ｇ）を加えた。絶えず攪拌しながら、混合物が透明溶液になるま
で、混合物を８０℃で０．５時間加熱した。次に、反応混合物に３．０５ｇのＤＢＵ及び
１３．０ｇのサリチル酸メチルを加えた。攪拌及び加熱下で反応混合物に真空（１０ｍｍ
Ｈｇ）を１２時間適用し、放出されたメタノールを留去した。次に、反応混合物を室温に
冷却し、０．５ｋｇの１：１水／メタノール混合物とブレンドした。得られた析出したポ
リマーを水で洗浄し、濾過し、真空中５０℃で２４時間乾燥させて、２４．５ｇの乾燥ポ
リマーＣを得た。
【０１２７】
ポリマーＤの調製：
　水冷式凝縮器及び温度計を備え、４５０ｇのＤＭＳＯを含む反応容器にＢＦ－０３ポリ
ビニルアルコール（５０ｇ）を加えた。絶えず攪拌しながら、混合物が透明溶液になるま
で、混合物を８０℃で０．５時間加熱した。次に、反応混合物に１２．５ｇのカリウムｔ
－ブトキシド及び２４０ｇのＳａｌｏｌを加えた。攪拌及び加熱下で反応を１２時間続け
、反応混合物を室温に冷却し、１０ｇの３７％ＨＣｌにより中和し、次に６ｋｇの１：１
水／メタノール混合物とブレンドした。得られた析出ポリマーを水で洗浄し、濾過し、ア
セトン中に溶解させ、そしてＭＥＯＨ中で再析出させた。得られた析出物を濾過し、真空
中５０℃で２４時間乾燥させて、１２８ｇの乾燥ポリマーＤを得た。
【０１２８】
ポリマーＥの調製：
　サリチル酸メチルの代わりに１８５ｇのＭＭＳを使用したことを除いてポリマーＡを調
製するために使用した手順を繰り返し、１５２ｇのポリマーＥを得た。
【０１２９】
ポリマーＦの調製：
　サリチル酸メチルの代わりに１８６．１ｇの４－アミノサリチル酸メチルエステルを使
用したことを除いてポリマーＡを調製するために使用した手順を繰り返し、１２３ｇのポ
リマーＦを得た。
【０１３０】
ポリマーＧの調製：
　サリチル酸メチルの代わりに２００ｇの４－フタルイミドサリチル酸メチルエステルを
使用したことを除いてポリマーＡを調製するために使用した手順を繰り返し、２０８ｇの
ポリマーＧを得た。
【０１３１】
ポリマーＨの調製：
　１３２ｇの４－フタルイミドサリチル酸メチルエステルを１０１ｇのサリチル酸メチル
と組み合わせたことを除いてポリマーＧを調製するために使用した手順を繰り返し、１９
８．５ｇのポリマーＨを得た。
【０１３２】
発明例１：
　本発明の画像形成性要素を以下のように作製した。以下の成分を使用して輻射線感受性
組成物を調製した。
　ポリマーＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．３８ｇ
　ＬＢ９９００（ＰＭ中５０％）　　　　　　　　　８．８２ｇ
　ビクトリア・ブルーＲ　　　　　　　　　　　　　０．３６ｇ
　Ｓ　００９４ＩＲ染料　　　　　　　　　　　　　０．３６ｇ
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　スダン・ブラックＢ　　　　　　　　　　　　　　０．１４ｇ
　ＤＭＡＢＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．７９ｇ
　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７ｇ
　ＰＭ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６３ｇ
【０１３３】
　この組成物を濾過し、一般的な方法によりリン酸ナトリウムとフッ化ナトリウムの水溶
液を使用する処理にかけられた電気化学的に砂目立てされ陽極酸化されたアルミニウム基
材に適用し、その結果得られた画像形成性層コーティングを、Ｇｌｕｎｚ＆Ｊｅｎｓｅｎ
“Ｕｎｉｇｒａｐｈ　Ｑｕａｒｔｚ”オーブンで１００℃で１分間乾燥させた。画像形成
性層の乾燥コーティング量は１．５ｇ／ｍ２であった。
【０１３４】
　得られた画像形成性層を、４０ｍＪ／ｃｍ２～１５０ｍＪ／ｃｍ２のエネルギー範囲で
Ｋｏｄａｋ　Ｌｏｔｅｍ　４００　Ｑｕａｎｔｕｍイメージャーで露光し、次いで、７．
５％メタケイ酸カリウム溶液を使用してＧｌｕｎｚ＆Ｊｅｎｓｅｎ“ＩｎｔｅｒＰｌａｔ
ｅｒ　８５ＨＤ”プロセッサーで２３℃で２０秒間現像した。得られた印刷版を、感度（
クリアリングポイント（Ｃｌｅａｒｉｎｇ　Ｐｏｉｎｔ）：露光領域が所与の温度及び時
間で現像液により完全に除去された最低画像形成エネルギー）、及びリニアリティポイン
ト（Ｌｉｎｅａｒｉｔｙ　Ｐｏｉｎｔ）：２００ｌｐｉスクリーンで５０％ドットが５０
％±０．２％ドットとして再生されるエネルギー）、非画像形成（非露光）領域でのシア
ン濃度の減少、耐溶剤性、ベーキング性能、及び印刷機上ランレングス（ベーキングなし
、２００ｌｐｉで１％のドットが損傷しない）について評価した。
【０１３５】
　露光後に、画像形成された要素を、Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ　ＳＰＣ－ＨＤ　３４／１２５
オーブンで２６０℃で０．５ｍ／分～１．０ｍ／分のスピードでベーキングした。次に、
ＤＭＦＡを印刷版表面に５分間適用し、次に布で拭いた。コーティングが除去されなかっ
た条件をフルベーキングとして見なした。結果を下記表Ｉに示す。
【０１３６】
【表１】

【０１３７】
　表Ｉの結果から、本発明の範囲内の一次ポリマーであるポリ（サリチル酸ビニル）を含
む輻射線感受性組成物が、７００～１０００ｎｍでデジタル画像形成装置で画像形成され
た場合に優れた感度に加えて優れた印刷機性能を有する容易にベーキングされる画像形成
性要素をもたらしたことが分かる。
【０１３８】
発明例２：
　本発明の別の画像形成性要素を以下のように作製した。以下の成分を使用して輻射線感
受性組成物を調製した：
　ポリマーＢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．１６ｇ
　ＬＢ９９００（ＰＭ中５０％）　　　　　　　　　１．０３ｇ
　クリスタル・バイオレット　　　　　　　　　　　０．０４ｇ
　Ｓ　００９４ＩＲ染料　　　　　　　　　　　　　０．０５ｇ
　ＤＮＳＥＰＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１ｇ
　スダン・ブラックＢ　　　　　　　　　　　　　　０．０４ｇ
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　ＤＭＡＢＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１２ｇ
　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．６ｇ
　ＰＭ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．９ｇ
【０１３９】
　この組成物を濾過し、一般的な方法によりリン酸ナトリウムとフッ化ナトリウムの水溶
液を使用する処理にかけられた電気化学的に砂目立てされ陽極酸化されたアルミニウム基
材に適用し、その結果得られた画像形成性層コーティングを、Ｇｌｕｎｚ＆Ｊｅｎｓｅｎ
“Ｕｎｉｇｒａｐｈ　Ｑｕａｒｔｚ”オーブンで１００℃で１分間乾燥させた。画像形成
性層の乾燥コーティング量は１．５ｇ／ｍ２であった。
【０１４０】
　得られた画像形成性要素を、高解像度画像を有するマスクを使用して、「ＡＣＴＩＮＡ
　Ｅ」蛍光フレームで２０秒間かけて画像形成した。次に、画像形成された要素を６％メ
タケイ酸カリウム溶液中２３℃で２０秒間現像し、シアン濃度の減少（ＣＤＬ）が４．８
％でシャープな画像がもたらされた。
【０１４１】
　この例の第２の画像形成性要素を、４０ｍＪ／ｃｍ２～１２０ｍＪ／ｃｍ２のエネルギ
ー範囲でＫｏｄａｋ　Ｌｏｔｅｍ　４００　Ｑｕａｎｔｕｍイメージャーで露光し、次い
で、６％メタケイ酸カリウムの溶液中で２３℃で３０秒間現像した。得られた印刷版を、
感度（クリアリングポイント：露光領域が所与の温度及び時間で現像液により完全に除去
された最低画像形成エネルギー）、リニアリティポイント：２００ｌｐｉスクリーンで５
０％ドットが５０％±０．２％ドットとして再生されるエネルギー）、及び非画像形成（
非露光）領域でのシアン濃度の減少について評価した。この第２の印刷版についての結果
を表ＩＩに示す。
【０１４２】
【表２】

【０１４３】
　表ＩＩ中の結果から、本発明の範囲内の一次ポリマーであるポリ（サリチル酸ビニル）
及びＤＮＱ誘導体を含む輻射線感受性組成物が、７００～１０００ｎｍでデジタル画像形
成装置で画像形成された場合又は３００～５００ｎｍで画像形成された場合に優れた感度
に加えて優れた印刷機性能を有する容易にベーキングされる画像形成性要素をもたらした
ことが分かる。
【０１４４】
発明例３：
　本発明の別の画像形成性要素を以下のように作製した。以下の成分を使用して輻射線感
受性組成物を調製した：
　ポリマーＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７ｇ
　ＬＢ９９００（ＰＭ中５０％）　　　　　　　　　１．４ｇ
　ビクトリア・ブルーＲ　　　　　　　　　　　　　０．０７ｇ
　スダン・ブラックＢ　　　　　　　　　　　　　　０．０２８ｇ
　ＤＮＳＥＰＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１４ｇ
　ＤＭＡＢＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５４ｇ
　ＭＥＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６ｇ
　ＰＭ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．４ｇ
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【０１４５】
　この組成物を濾過し、一般的な方法によりリン酸ナトリウムとフッ化ナトリウムの水溶
液を使用する処理にかけられた電気化学的に砂目立てされ陽極酸化されたアルミニウム基
材に適用し、その結果得られた画像形成性層コーティングを、Ｇｌｕｎｚ＆Ｊｅｎｓｅｎ
“Ｕｎｉｇｒａｐｈ　Ｑｕａｒｔｚ”オーブンで１００℃で１分間乾燥させた。画像形成
性層の乾燥コーティング量は１．５ｇ／ｍ２であった。
【０１４６】
　得られた画像形成性要素を、高解像度画像を有するマスクを使用して、「ＡＣＴＩＮＡ
　Ｅ」蛍光フレームで２０秒間かけて画像形成した。次に、画像形成された要素を７％メ
タケイ酸カリウム溶液中２３℃で１３秒間現像し、シアン濃度の減少が４．０％でシャー
プな画像がもたらされた。
【０１４７】
発明例４：
　本発明の別の画像形成性要素を以下のように作製した。以下の成分を使用して輻射線感
受性組成物を調製した：
　ポリマーＧ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０２ｇ
　Ｓ　００９４ＩＲ染料　　　　　　　　　　　　　０．３４ｇ
　スダン・ブラックＢ　　　　　　　　　　　　　　０．１４ｇ
　クリスタル・バイオレット　　　　　　　　　　　０．２７ｇ
　２，４－ジヒドロキシ安息香酸　　　　　　　　　２ｇ
　ＮＭＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０ｇ
　ＰＭ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８６ｇ
【０１４８】
　この組成物を濾過し、一般的な方法によりリン酸ナトリウムとフッ化ナトリウムの水溶
液を使用する処理にかけられた電気化学的に砂目立てされ陽極酸化されたアルミニウム基
材に適用し、その結果得られた画像形成性層コーティングを、Ｇｌｕｎｚ＆Ｊｅｎｓｅｎ
“Ｕｎｉｇｒａｐｈ　Ｑｕａｒｔｚ”オーブンで１３０℃で１分間乾燥させた。画像形成
性層の乾燥コーティング量は約１．５ｇ／ｍ２であった。
【０１４９】
　得られた画像形成性層を、間紙とともに６０℃及び相対湿度３０％で４８時間状態調節
した。次に、この画像形成性要素を、６０ｍＪ／ｃｍ２～１８０ｍＪ／ｃｍ２のエネルギ
ー範囲でＫｏｄａｋ　Ｌｏｔｅｍ　４００　Ｑｕａｎｔｕｍイメージャーで露光し、次い
で、６．８％メタケイ酸カリウム溶液を使用してＧｌｕｎｚ＆Ｊｅｎｓｅｎ“Ｉｎｔｅｒ
Ｐｌａｔｅｒ　８５ＨＤ”プロセッサーで２３℃で３０秒間現像した。得られた印刷版を
、感度（クリアリングポイント：露光領域が所与の温度及び時間で現像液により完全に除
去された最低画像形成エネルギー）、及びリニアリティポイント：２００ｌｐｉスクリー
ンで５０％ドットが５０％±０．２％ドットとして再生されるエネルギー）、非画像形成
（非露光）領域でのシアン濃度の減少、耐溶剤性、ベーキング性能、及び印刷機上ランレ
ングス（ベーキングなし、２００ｌｐｉで１％のドットが損傷しない）について評価した
。
【０１５０】
　露光後に、画像形成された要素を、Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ　ＳＰＣ－ＨＤ　３４／１２５
オーブンで２６０℃で０．５ｍ／分～１．０ｍ／分のスピードでベーキングした。次に、
ＤＭＦＡを印刷版表面に５分間適用し、次に布で拭いた。コーティングが除去されなかっ
た条件をフルベーキングとして見なした。結果を下記表ＩＩＩに示す。
【０１５１】
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【表３】

【０１５２】
発明例５：
　本発明の別の画像形成性要素を以下のように作製した。以下の成分を使用して輻射線感
受性組成物を調製した：
　ポリマーＨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．７ｇ
　Ｓ　００９４ＩＲ染料　　　　　　　　　　　　　０．０４ｇ
　ビクトリア・ブルーＲ　　　　　　　　　　　　　０．０３７ｇ
　スダン・ブラックＢ　　　　　　　　　　　　　　０．０１４ｇ
　Ｓａｌ．ｓａｌ．ａｃｉｄ　　　　　　　　　　　０．１３５ｇ
　ＤＭＡＢＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１３４ｇ
　ＮＭＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６ｇ
　ＰＭ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．４ｇ
【０１５３】
　　この組成物を濾過し、一般的な方法によりリン酸ナトリウムとフッ化ナトリウムの水
溶液を使用する処理にかけられた電気化学的に砂目立てされ陽極酸化されたアルミニウム
基材に適用し、その結果得られた画像形成性層コーティングを、Ｇｌｕｎｚ＆Ｊｅｎｓｅ
ｎ“Ｕｎｉｇｒａｐｈ　Ｑｕａｒｔｚ”オーブンで１３０℃で１分間乾燥させた。画像形
成性層の乾燥コーティング量は約１．５ｇ／ｍ２であった。
【０１５４】
　得られた画像形成性層を、間紙とともに６０℃及び相対湿度３０％で４８時間状態調節
した。次に、この画像形成性要素を、６０ｍＪ／ｃｍ２～１８０ｍＪ／ｃｍ２のエネルギ
ー範囲でＫｏｄａｋ　Ｌｏｔｅｍ　４００　Ｑｕａｎｔｕｍイメージャーで露光し、次い
で、６．０％メタケイ酸カリウム溶液を使用してＧｌｕｎｚ＆Ｊｅｎｓｅｎ“Ｉｎｔｅｒ
Ｐｌａｔｅｒ　８５ＨＤ”プロセッサーで２３℃で３０秒間現像した。得られた印刷版を
、感度（クリアリングポイント：露光領域が所与の温度及び時間で現像液により完全に除
去された最低画像形成エネルギー）、及びリニアリティポイント：２００ｌｐｉスクリー
ンで５０％ドットが５０％±０．２％ドットとして再生されるエネルギー）、非画像形成
（非露光）領域でのシアン濃度の減少、耐溶剤性、ベーキング性能、及び印刷機上ランレ
ングス（ベーキングなし、２００ｌｐｉで１％のドットが損傷しない）について評価した
。
【０１５５】
　露光後に、画像形成された要素を、Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ　ＳＰＣ－ＨＤ　３４／１２５
オーブンで２６０℃で０．５ｍ／分～１．０ｍ／分のスピードでベーキングした。次に、
ＤＭＦＡを印刷版表面に５分間適用し、次に布で拭いた。コーティングが除去されなかっ
た条件をフルベーキングとして見なした。結果を下記表ＩＶに示す。
【０１５６】
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【表４】

【０１５７】
耐溶剤性評価：
比較例１及び２：
　２つの市販のポジ型印刷版前駆体を本発明の画像形成性要素と比較した。これらの市販
の要素は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｋｏｄａｋ　Ｃｏｍｐａｎｙ（コネティカット州ノーウォー
ク）から入手可能なＫｏｄａｋ　ＳＷＯＲＤ　ＵＬＴＲＡサーマル印刷版と、Ｆｕｊｉ　
ＰｈｏｔｏのＬＨ－ＰＪＥ印刷版であった。Ｋｏｄａｋ　ＳＷＯＲＤ　ＵＬＴＲＡサーマ
ル印刷版は、本発明の範囲外の主たるポリマーバインダーを含む画像形成性層を含み。Ｆ
ｕｊｉ　ＰｈｏｔｏのＬＨ－ＰＪＥ印刷版は、１つの画像形成性層を有し、この画像形成
性層も本発明の範囲外である。
　発明例１、４及び５と比較例１及び２の要素を以下の試験で評価した：
　ＵＶウォッシュ（ＵＶ　Ｗａｓｈ）に対する耐性　試験１：　画像形成され現像された
印刷版上に５分間間隔で１０分間までＶａｒｎ　ＵＶウォッシュの滴を載せ、次に滴を布
で除去した。除去された印刷層の量を評価した。
　ＵＶウォッシュに対する耐性　試験２：　画像形成され現像された印刷版上に５分間間
隔で１０分間まで、４：１比のジアセトンアルコール（ＡＤＡ）と水の混合物の滴を載せ
、次に滴を布で除去した。除去された印刷層の量を評価した。
　アルコールサブ湿し水（Ａｌｃｏｈｏｌ－Ｓｕｂ　Ｆｏｕｎｔａｉｎ　Ｓｏｌｕｔｉｏ
ｎ）に対する耐性：　画像形成され現像された印刷版上に５分間間隔で１０分間まで４：
１比の２－ブトキシエタノール（ＢＣ）と水の混合物の滴を載せ、次に滴を布で除去した
。除去された印刷層の量を評価した。
【０１５８】
　これらの試験の結果を下記表Ｖに示す。これらの結果から、本発明の範囲内の環状イミ
ド部分を含む一次バインダーであるポリ（ビニルヒドロキシアリールカルボン酸エステル
）を含む組成物が、広範な印刷用薬品に対して優れた耐溶剤性を示すことが判る。
　本発明の特定の好ましい実施態様を特に参照して本発明を詳しく説明したが、当然のこ
とながら本発明の精神及び範囲内で偏光及び改良を行うことができる。
【０１５９】
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